
 
へいわをじつげんするひとびとは、さいわいである、 

そのひとたちはかみのことよばれる。(マタイ 5・9) 

あるひ、パキスタンのサミナのがっこうでは、さ
いごの じゅぎょうは ずこうでした。みんなは す
こしつかれていました。なんにんかのこどもたち
は、あそびはじめて、きょうしつを ちらかしてし
まいました。 

ジェン４とは、キアラ・ルービックが創立したフォコラーレの子どもたちです。 
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イエスさまのまわりには、たくさんのひとが あつまりました。
イエスさまは、さらに たかいところに のぼりました。「ほんと
うのしあわせ」について はなしたかったのです。でも、それ
は みんなが かんがえていたこととは ちがいました。 

そのころのひとたちは、「おかねや ものを たくさんもってい
ること」が しあわせだと おもっていました。だから おかねも
ちのひとたちは、びんぼうなひとを あまり たすけませんで
した。けれども、イエスさまは いいます。 
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「ほんとうに しあわせなひとは、こころが やさしくて、ただしい
ことを しようとするひとです。こまっているひとを たすけて、け
んかをせず、へいわをつくるひとです。」そのひとは、かみさ
まに しゅくふくされて、「かみのこ」と よばれるでしょう。 

でも、みんなは はんたいして けんかになりそうでした。
サミナはもっとかなしいきもちになりました。それでも、
たたかわずに みんなをあいするようにしました。すると 
すこしずつきょうしつにへいわがもどり、みんながあや
まってくれました。みんながまた ともだちになれて、サ
ミナもみんなもうれしいきもちに なりました。 

サミナはかなしいきもちになりました。せんせいはそ
のとき いませんでしたが、すぐにもどってきそうでし
た。サミナは みんなに「やめようよ」と いいました。 


